
流域圏一体化

・関係機関・地域住民との連携（１）

・関係機関・地域住民との連携（２）－（１）

・関係機関・地域住民との連携（２）－（２）

・関係機関・地域住民との連携（３）

・関係機関・地域住民との連携（４）

・関係機関・地域住民との連携（５）

・関係機関・地域住民との連携（６）



　刈草の有効利用

堤防除草に伴う刈草の有効利用は、刈草８６０tの内 約７％（５７ｔ）を農家で利用、さらに刈草等の利用拡大を図るため、沿
川の国、県、市町、農協による「東三河刈草等バイオマス利用推進連絡会」を平成１５年９月１９日に発足した。

農家で利用するため刈草をロール状に梱包 柿畑での敷き材として利用（豊橋市石巻地区）

その他の事項



関係機関・地域住民との連携（１）

水生生物調査
夏休み期間中に沿川の小中学１３校の児童・生徒延べ約１７０人が参加し、豊川と豊川放水路の７地点で水生生物による
簡易水質判定を実施した。
調査結果は、１０小学校の児童約１００名が平成１５年１０月１１日の「とよがわ流域圏こども会議」で結果発表を行う予定で
ある。

日吉地点での新城市立船着小学校による調査状況
設楽町清流公園地点での

鳳来町立鳳来西小学校による調査状況

流域圏一体化
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関係機関・地域住民との連携（２）ー（１）

平成１４年度「とよがわ流域圏こども会議｣
平成１４年１１月１７日
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参加してどう思ったか

良かった点

参加児童のアンケート調査結果
豊川KAWAKKO資料館

一宮町役場

鳳来町役場（開発センター）



関係機関・地域住民との連携（２）ー（２）

平成１５年度「とよがわ流域圏こども会議」

【日時】　平成１５年１０月１１日（土）　　　　午後１：３０～３：３０

【会場】　豊川KAWAKKO資料館、一宮役場（農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ）、鳳来町（開発ｾﾝﾀｰ）

【 １０校が参加予定 】
（昨年よりも３校増）

設楽町、鳳来町、新城市、
一宮町、豊川市、小坂井
町、豊橋市の３市４町の
１０校。

流域圏一体化

【 ＮＰＯの参画】

・穂の国森づくりの会
・東三河自然観察会
・三河湾大好き



関係機関・地域住民との連携（３）

第１回「川と緑の交流コンサート」 平成１４年１１月１０日

豊川水系で結ばれる地域を中心に、上下流交流や森をはじ
め環境を大切にする心を育むことを目的に開催。

川と緑の交流コンサート実行委員会（豊川水源基金、国土
交通省、豊橋文化振興財団、豊橋交響楽団）主催。

約７５０名の観客でほぼ満員となった。

【日時】 　平成１５年１０月２６日（日）
　　　　　　 １４：００開演

【会場】 　設楽町立設楽中学校体育館

第２回「川と緑の交流コンサート」

新城市文化会館

流域圏一体化



ミュージカル・リバーヘッド 平成１５年６月２１日

関係機関・地域住民との連携（４）

水の大切さ、水と山を守る森の役割などを明るく元気に訴
えるミュージカル。

豊川ミュージカル実行委員会（豊川水源基金、穂の国森
づくりの会、国土交通省）主催。

約８６０名の観客でほぼ満席となった。

（新城市文化会館）

流域圏一体化



関係機関・地域住民との連携（５）

「森と水を考える地域づくりセミナー」
穂の国森づくりの会

「はぐくもう水とみどり」
豊橋ちぎりライオンズクラブ

流域圏一体化



　関係機関・地域住民との連携（６）

東三河地域研究フォーラム－豊川流域圏の一体化－

【 基調講演 】　「流域圏の環境」
　　　　　　　　　　豊橋技術科学大学教授　北田敏廣氏
【　パネルディスカッション　】
　　～豊川流域圏を考える～
○パネラー
　愛知大学教授　藤田佳久氏
　豊橋技術科学大学教授　北田敏廣氏
　豊橋技術科学大学助教授　大貝　彰氏
　豊橋創造大学教授　寺本和子氏
　国土交通省豊橋工事事務所長　田中茂信
○ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
　東三河地域研究ｾﾝﾀｰ常務理事 戸田敏行氏

「豊川流域圏の一体化」に関わる地域の大学関係者等による
基調講演、パネルディスカッションが行われた。また、豊橋創
造大学等が豊川流域圏一体化に関わる報告を行った。

平成１５年３月１９日

流域圏一体化

東愛知新聞３月２０日

パネルディスカッションの模様




